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重点的に、また、フランス語の授業を簡単に参観した。さらに、24 時間 365 日開館している総秋
田杉で建築された図書館と、学生の自主的外国語学習を支援する言語異文化学習センター
（LDIC）を見学した。加えて、同大学を特徴づける英語カリキュラム（EAP）の現責任者 Marjo 
Mitsutomi 教授に EAP の実態と長短について話を聞き、意見交換した。最後に、中嶋嶺雄学
長と懇談し、同日の視察を終了した。 









[スペイン語圏専攻／学科  専攻言語科目  担当者会議 ]
日時： 2012 年 2 月 13 日 (月 ) 10：00 - 12：00
場所： 長久手キャンパス E305
[全学共通科目スペイン語  担当者会議 ]



































設；(5) 徹底した就職支援；(6) ユニークな入試制度の実施である。 
学習プログラムは、入学時にTOEFLスコアによるクラス分けが行なわれ、英語集中プログラム 
（English for Academic Purposes）を受講する［EAP I(  ～459) ；II（460～479） ；III（480 
～499）；修了（500以上）］。EAPは4技能3クラス（Speaking & Listening/Reading/Writing） 









替となる。また、卒業までの間に、自助努力により TOEFL を 550 点にまでアップして（GPA は
2.50以上が要件）、現在118の学術提携大学へ1年間の海外留学が義務的に課せられる（認定
単位は 30 単位まで）。結果、「四年間でストレートに卒業する学生は 50%程度にとどまります。
“力をつけた学生だけを卒業させる”という方針を徹底すれば、自ずとそうなるのです」（ハーヴァ
ード大学も同様）（中嶋 2010: 54-58）。 
 
３．国際教養大学の多様性と活力――学生支援と入試制度 
(1) 外国語学習に対する支援（TOEFL500から 550へアップ）――①Academic Achieve‐ 
ment Center（大学院生や留学生がWritingなどを中心に支援するメンター制度）；②言語異文
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応］；②IT教室（コンピュータルーム） 4教室、計 184台の PC （内、2室は 24時間 365日 利
用可） ；③少人数教育の充実 （学生対専任教員比率 16：1／1 科目当たりの平均履修者数





















  【2011 年度入試データ】 
特別入試 一般入試 
ＡＯ・高校留学生選抜Ｉ（４月入学） １５名 Ａ日程（セ３科目＋個２科目） ４０名 
推薦入学（４月入学） ２０名 Ｂ日程（セ５科目＋個２科目） ５０名 
社会人選抜（４月入学） 若干名 Ｃ日程（セ１科目＋個１科目） １５名 
ＡＯ・高校留学生選抜Ⅱ（９月入学） １０名 ９月入学（セ５科目＋面接） １０名 
帰国生選抜（９月入学） 若干名   
外国人留学生選抜（４月入学） 若干名   
外国人留学生選抜（９月入学） ５名   
グローバルセミナー入試 １０名   
※グローバルセミナーは秋田県内の高校卒業者を対象とする。また、AO 及び推薦では併せて 50%を秋
田県内の高校卒業者を入学許可する。 































 ２０１１年１１月２５日(金)-２７日(日)、東京のドイツ文化会館ホールにて Goethe-Institut との共
催で開催されたこのシンポジウムは『ヨーロッパ共通参照枠』日本語版の訳・編者として知られ
る吉島茂氏を研究代表者とする科研プロジェクトの一環である。報告者は国内の外国語教育
関係者やヨーロッパ在住の専門家および教育現場担当者など多彩な顔ぶれで、初日は「言語
政策と外国語教育」、二日目は「教授法／理論上の考察」、最終日は「現場での諸課題」を共
通テーマとして各報告や討論がおこなわれた。今回主たる考察の対象となった言語は英語、
ドイツ語、フランス語、スペイン語、そして外国語としての日本語である。
 「グローバル」と「ローカル」の混成語である「グローカル」がタイトルに掲げられたこのシンポ
ジウムでは、グローバルなレベルでの教育(特に英語)が取り上げられる一方で、各地域独自の
言語教育事情も考察の対象となった。言語横断的でかつ活発な議論がしばしば展開されたこ
ともあり、本シンポジウムに参加した筆者は複言語主義を標榜するヨーロッパの言語教育の現
状、近年の日本国内での外国語教育が抱える問題、今後の展望などについて多くの有益な
示唆を得た。
 シンポジウムの詳細については２０１２年２月２９日（水）に開催する第１１回言語教育研究会
にて口頭報告をおこなう予定である。
